
記 者 発 表 資 料

平成１９年１１月１９日

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所

発 表 記 者 ク ラ ブ
竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ、

神奈川県政記者クラブ、横浜市政記者会、横浜ラジオ・テレビ記者会

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所 ℡ ０４５－３１６－３５３８

計 画 課 長 土 肥 学 （内線３０１）
ど ひ まなぶ

管理第一課長 栁 沼 清 幸（内線４３１）
やぎ ぬま きよ ゆき

  

◆今回、 ー に参加され、協定の調印式を迎えられた２企業「ボランティア･サポ ト･プログラム（ＶＳＰ）」

は、ともに横浜市鶴見区内における道路愛護団体として、長年に渡る鶴見地下道（愛称「鶴見いち

ご地下路」）周辺の清掃活動を行っています。

「ボランティア･サポ ト･プロ◆国土交通省では、地域のみなさんの道路美化活動を支援する仕組み ー

を積極的に進めています。グラム（ＶＳＰ）」

◆横浜国道事務所では、１０月１２日から「花いっぱいプロジェクト」への参加団体募集を行っていま

す。

横浜市鶴見区の２企業が国道１５号の美化活動へ参加し、

「ボランティア･サポート･プログラム」協定の調印式を行います。

つるみ ち か みち

～「鶴見地下道」へは愛称「鶴見いちご地下路」の銘板も設置されます～

○実施団体、協力者、道路管理者の三者間で協定調印式を行います

日 時 平成１９年１１月２１日（水） １０：００～

場 所 横浜市鶴見区鶴見中央４丁目２９－１（ホテルパークレーン クレーンルーム）

○協定調印式後に、鶴見地下道（愛称「鶴見いちご地下路」）銘板の設置を行います

○実施団体

ナイス株式会社

代表取締役社長 平田 恒一郎

○協力者

横浜市鶴見土木事務所長 青木 治

○道路管理者

横浜国道事務所長 安田 泰二

○実施団体

株式会社松尾工務店

代表取締役社長 松尾 文明

○協力者

横浜市鶴見土木事務所長 青木 治

○道路管理者

横浜国道事務所長 安田 泰二
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「ボランティア･サポート･プログラム」に基づく活動概要

ナイス株式会社実施団体名

団 体 人 数 １２０名

活 動 箇 所 国道１５号 横浜市鶴見区鶴見中央４丁目３３番１０地先から横浜市鶴見

区鶴見中央４丁目３８番６地先までの約１９０ｍ

活 動 内 容 歩道及び地下歩道の清掃、歩道に設置された植樹帯の美化清掃作業、花

壇の管理

開始年月日 平成１９年１１月２１日から

活動箇所図 活動風景

株式会社松尾工務店実施団体名

団 体 人 数 ８０名

活 動 箇 所 国道１５号 横浜市鶴見区鶴見中央４丁目３８番６地先から横浜市鶴見

区鶴見中央４丁目３８番１８地先までの約２００ｍ

活 動 内 容 歩道及び地下歩道の清掃、歩道に設置された植樹帯の美化清掃作業、花

壇の管理

開始年月日 平成１９年１１月２１日から

活動箇所図 活動風景
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地域や企業のみなさんに道路の美化清掃等に参加していただき、みなさん

と共に快適な道づくりを進めます。

道路を慈しみ、住んでいるところをきれいにしたいという自然な気持ちを形あるものにし

ようと考え出されたのが「ボランティア・サポート・プログラム（ＶＳＰ）」です。

地域住民・企業等が実施団体となり、市町村及び道路管理者が協力して道路美化等の

活動をするものです。

ボランティア・サポート・プログラムとは

実施団体（活動に参加されるみなさん）は、実施区域や活動内容を決めた後に、事務局

の道路管理者（横浜国道事務所）へ活動の希望を申し出ます。道路管理者・協力者（市町

村）との三者間で協定を結び、文書で決められた内容に基づいて清掃、花の植栽や管理

などを行います。

道路管理者は、清掃用具の貸与･支給、サインボードの設置、活動中の安全指導や保

険への加入などを支援します。

協力者の市町村は、収集されたゴミの回収や処理を支援します。

●基本要素 ●プログラムの仕組み

プログラムの仕組み

◆横浜国道事務所では、地域のみなさんに道路に親しんでいただき、みなさんと共

に快適な道づくりを進めることを目的に、道路空間を花でいっぱいにする「花い

っぱいプロジェクト」への参加団体を、平成１９年１０月１２日から募集してい

ます。

◆「花いっぱいプロジェクト」は、横浜国道事務所が管理する国道の沿道地域や企

業のみなさんに参加していただき、自宅やオフィス周辺等の花の植栽・管理や簡

単な清掃等の美化活動を行うものです。

「花いっぱいプロジェクト」の内容




